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八頭町に「おいでやず」
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（八頭町福本）

八頭町にも「白兎神社」があることをご存じですか？兎に道案内された天照大神の伝説が
残されています。令和５年の干支は「癸卯（みずのとう）」。努力が結実し、春を迎え種
が芽吹く年と言われています。コロナ禍で我慢した３年間から抜けだし一歩前進、飛躍す
る年にしませんか？八頭町観光協会では、八頭の「白兎伝説」を通じて多くの方々にふる
さと再発見をしていただこうと、うさぎ年の令和５年、さまざまな取り組みを行っていき
ます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

やずぴょん、
今年の抱負は？

今年はぼくが主役の年。
みんなに笑顔を振りまき
ます！よろしくね♥兎の導きで飛躍の年に

「
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兎
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社
」
は
全
国
で
２
カ
所
だ
け

今一度、「白兎伝説」おさらい

八頭町には古事記の「因幡のしろうさぎ」とは別のも
う一つの白兎伝説が伝わっています。「その昔、この
地に天照大神が降臨され、仮の宮を建てる地を探して
いたところ、兎が現れ天照大神の道案内をした。兎は
天照大神の衣の裾をくわえ、霊石山の伊勢ヶ平へ誘い
姿を消した」といいます。（慈住寺記録・城光寺縁起)

白兎神社

平安時代初期、仁明天皇の
時に位を授かったと云われ
ています。主祭神は白兎大
明神。大正時代の合祀令でご神体は賀茂神社へ移りま
したが、2010年、福本集落の願いで再びご神体が戻り、
地元の人たちに大切に祀られています。
【初詣情報】12月31日23時頃から甘酒、ぜんざいの振
る舞い。先着100名様に甘味屋謹製のうさぎ年特製紅白
まんじゅうをプレゼント。１月３日までライトアップ。

看板もうさぎ年仕様になりました！

昨年11月にリニューアルされた「おいでや
ず」看板。ぷらっとぴあ・やず正面に設置
されています。白兎伝説が伝わる八頭町を
PRしています。

初詣に
行こう！
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成田山青龍寺
（八頭町下門尾）

江戸時代の白兎神社の社殿が
移築されている

和銅3年（710年）、行基が開いたとされて
います。青龍寺の前身、城光寺（浄光寺）
縁起には、兎が天照大神のすそをくわえて
道案内したことが伝えられています。本堂
に江戸時代の白兎神社社殿が移築されてお
り、内陣の厨子には波兎が彫られています。
【初詣情報】23時半～、除夜の鐘（先着
108名に記念品）。御朱印、ご祈祷あり。

兎の御朱印＆一言おみくじ
福本白兎神社では、令和５年兎年限定御朱印を12月31日23
時頃より受付します。白兎神社の御朱印の揮毫と印は、鳥
取の書道界でご活躍中の八頭高校書道部顧問言水さつき先
生に制作していただきました。なお、年越し以外の御朱印
とおみくじは八頭町観光協会にて受付します（御朱印は賀
茂神社さんに祈祷していただいております）。
おみくじで、今年のあなたに道案内の兎神からドスト
ライクな一言をいただきましょう！

福本にある「白兎神社」の
扁額。古代中国でしか使わ
れていなかった大変珍しい
字が使われています。

白兎伝説ガイドはいかが？

Facebook、
Instagramでも
情報発信してい
ます。「やずう
さぎプロジェク
ト」で検索して
みてください。
フォローもよろ
しくお願いいた
します！

2021年9月にスタートしたガイド養成講座。約10名
が参加し１年間座学、研修を積んで昨年秋に修了し
ました。白兎伝説ゆかりの地を実際に巡るウオーキ
ングコースイベントではガイドの解説がわかりやす
かったと好評でした。八頭町観光協会ではガイドの
手配・予約を受け付けています。

やずうさぎ
プロジェクト

うさぎ



「うさぎテラス」
白兎神社のある八頭町福本にお住まいの郷土歴史研
究家、新誠さんが昨年秋、「山の白兎伝説の謎に迫
る」（今井出版）と題した本を出版されました。18
年間の研究成果を一冊にまとめられた労作です。な
ぜ八頭の白兎伝説には天照大神が登場するのか？な
ど、伝承を手がかりに歴史的な事実を踏まえた上で
数々の謎に迫っています。今井書店、ぷらっとぴ
あ・やずで販売。1200円（税別）。ふるさと八頭の
ルーツをひもとく、興味深い内容になっています。
数に限りがありますのでお早めにお求めください。

八頭町観光協会スタッフが考案し
たオリジナルの「うさぎ結び」。
耳がハート型のうさぎをかたどっ
た可愛いデザインのバッジ、スト
ラップ等を、ぷらっとぴあ・やず
のショップで販売しています。

（写真はイメージです）

２月５日（日）①午後13：30～、②15：00～。
各回定員5名。参加費500円。場所はぷらっと
ぴあ・やず。観光協会スタッフが指導します。
申し込み締め切り1月31日（火）。

ぷらっとぴあ・やず２階がリニューアル!!!

八頭町の白兎伝説にさらにひたってもらおうと、ぷらっとぴ
あ・やず２階をうさぎスペースとして1月4日（水）リニューア
ルオープンします！白兎伝説の歴史的な背景をパネル展示。ま
たうさぎ関連の図書を集めた「うさぎ文庫」を設置しています。
待ち合いの時間などにふらっと訪れてみてはいかがでしょうか。

参加者
募集！

「山の白兎伝説の謎に迫る」出版

八頭町観光協会では、八頭の白兎伝説にちなんで、
さまざまな兎関連商品を取り扱っています。
●田中農場のもち米「白兎もち」
●八頭町農業公社の新米コシヒカリ「神兎」
●成田山青龍寺「波兎ストラップ」
●寿製菓「因幡の白うさぎ」
●因久山「絵皿」「コーヒーカップ」
●因久山「箸置きうさぎ」
●波兎のクリアファイル など

命名

うさぎ結び

●うさぎ結びワークショップ開催！

郷土歴史研究家、新誠さん

3月19日（日）シンポジウム開催

1月4日新春書き初め大会！
八頭高校書道部による書道パフォーマンス

＆小学生の新年書き初め

うさぎ関連商品いろいろ売ってます！

令和５年うさぎ年はコロナ禍
から一歩踏み出し、飛躍する
年にしたいという願いを込め
たうさぎ結びです。「願いを
結ぶ」といわれる水引を使っ
ています。このうさぎ結びを
八頭町から発信します！

基調講演・佐古和枝氏（京都外国語大学教授）
新誠氏（郷土歴史研究家、八頭町在住）

パネルディスカッション「歴史が現代に伝えるもの」（仮題）
コーディネーター 中原斉氏（米子市文化財課）
パネリスト 佐古和枝氏

新誠氏
中村聡志氏（地域おこし協力隊）

場所・八東体育文化センター、時間・午後１時３０分～５時

～古代八上豪族とウサギの関係性をひもとく～

八頭町に伝わる伝説をもとに、11年前に制作され
た絵本です。当時の町内児童、園児に配布されま
した。町内の図書館や小学校の図書室で借りて読
むことができます。ぜひ読んでみてください。

絵本を
よんでみよう♪

１月４日（水）午後１時半から、ぷらっとぴあ・やずで
八頭高校書道部による書道パフォーマンスが行われます。また書道部の
生徒さんと一緒に行う書き初め大会も。参加していただく小学生の参加者を募集して
います。お正月に今年の目標を書いてみよう！詳細は観光協会HP「やずナビ」

詳細は後日！

イベントの申し込み、問い合わせは八頭町観光協会へ
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